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十条北ブロックまちづくりルール（地区計画）案などに関するアンケート調査の結果について

■アンケート回収結果

上十条５丁目

47%

十条仲原３丁目

20%

十条仲原４丁目

18%

西が丘２丁目

5%

赤羽西３丁目

4%

地区外

6%

無回答

0%

１．有効配布数

地区内3,215票（ポスティング）

地区外 364票（郵送）

合 計3,579票

２．回収数（回収率）

…地区内750票（23％）

……………地区外 51票（14％）

……………………合 計801票（22％）
※うちWEB回答は97票

⑴良好な住環境を維持するため、近隣商業地区と環7沿道地区で建築を制限したい建築物の用途がある

68%
11%

19%

1%

⑵近隣商業地区と住居地区に、敷地
の最低限の面積を65㎡としたい

85%

5%
9%

1%

⑶隣地における壁面の位置を最
低でも40cmにしたい

⑷と⑸主要生活道路A・C路線の空間確
保のため、新たに建築する場合は道路

中心線から3ｍ内に建築物が突出しな

いよう、地区施設道路に位置づけ、壁

面の位置と工作物の制限をしたい

53%

19%

27%

1%

⑹良好な住環境を保つため、
外壁の色は落ち着きのある

色とし派手な看板を制限し

たい

⑺家の周りを新たに囲う場合は、背の
高いブロック塀などの設置を制限し、

生垣や透視可能なフェンスとしたい

円グラフの凡例

制限した方がいい

制限しなくていい

どちらでもいい

無回答

61% 23%
10%

5%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており
危険があると
感じている

知らなかったが
危険があると
感じている

知っているが
危険をあまり
感じていない

知らなかった
し危険を
感じていない

無回答

危険があると感じている（84％）

１．十条北ブロックは、地震などの災害が起こった際に、甚大な被害が出るこ

とが予想されるが、このことについて知っていたか

２．十条北ブロックのまちとしての現状について、どのようなところに問題を感じているか

85%

78%

64%

26%

24%

23%
23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物が密集し、火災発生時に不安がある

道路が狭く、緊急車両が入れず、生活に不安がある

古い建物が多く、地震発生時の倒壊などに不安がある

ブロック塀が多く、地震発生時に不安がある

憩いを感じられる緑や空地が少ない

通学や買い物など日常利用する道路に歩道がない

まち全体に統一感がなく、雑然としている

■住まい

■十条北ブロックのまちの状況をどうみる

■地区計画の導入による制限の意向

近隣商業地区

住居地区

72%

49%

42%

42%

41%

33%

20%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マージャン店やパチンコ屋などの遊戯施設

葬祭場

スナック

カラオケボックス

ホテル、旅館

ボーリング場やゴルフ練習場などの運動施設

自動車修理工場

ガソリンスタンド

合計から無回答2票を除く

※各グラフの数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しません。

導入して良い

40%
内容によるが、

導入しても良い

51%

導入しないでほしい

2%

わからない

5%

無回答

2%

■地区計画の導入意向

上十条
5丁目

十条仲原
3丁目

十条仲原
4丁目西が丘

2丁目

赤羽西
3丁目

埼
京
線

出典：十条北ブロックまちづくりニュースNo.14（令和6年3月発行）
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（令和6年1月17日に配布）


